八歯会員各位


八代歯科医師会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　増田　了

（社保委員会扱い）
保険だより「八代版」その２
時下　ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素より本会会務運営にご協力を承り、厚く御礼申し上げます。

さて、5月26日（金）に社会保険点数改正の勉強会を行いましたが、その後ありました質問とそれに対する回答をご紹介いたします。会員の先生方の日常臨床の参考にしていただければ幸いです。

[質問] 午前に抜歯処置を行った患者で、同日午後に出血が止まらず来院。止血処置を行った場合、算定できる点数は？
[回答] 後出血処置を算定するなら、
・1日2度来院の再診料

・後出血処置（470点）

＊参照P１７５　あお本（H16　4月版）　ただし、簡単な縫合、圧迫止血等では算定できません。
＊シーネ等を作製して止血しようとする場合、全身疾患等の算定理由が必要となります。
[質問] 同一歯に除去（困難）とcastポスト除去が重複算定できますか？
[回答] 日が異なれば算定できます。別々に除去した旨を摘要欄に記載してください。
部位、除去物名も。

[質問] 左上２CK除去15点、う蝕処置16点同日算定できますか？再set時にう蝕処置算定できますか？

[回答] ・病名、以降の処置が書いてないのでわかりませんが、この文章だけなら算定できます。
・再set時のう蝕処置は算定できません。

[質問] 床裏装後、新製義歯を作製するには何ヶ月期間をあけないといけませんか？
[回答] 義歯作成時と同じように6ヶ月あけてください。その間の期間は調整や修理等を算定してください。
[質問] P―基検3回目終了、２３p-sp ペリオクリン3分の1挿入、3回行った場合、
２３p-sp3回、ペリオクリン62点で点数が取れるのでしょうか？

[回答] ペリオクリンの算定要件は
・歯周組織検査3回目以降、

・EPPが４mm以上、

ですので、EPPが4mm以上あれば算定できます。1ヶ月間に4回まで算定できます。

その後しばらく（２～３週間？）様子を見て、改善していなければ、さらに1ヶ月4回まで算定できます。それ以上の算定はありません。
算定点数はP-処（10点）ペリオクリン（62点）です。

[質問]領収書発行について！領収書が必要でない方はサインを貰う事になっていますが、予診表の中に組み込むのはOKですか？

　例　毎回領収書は必要ですか？　　はい　　いいえ

[回答]領収書の発行に対する質問の患者さんの回答は、

· 毎回必要

· 1ヶ月まとめて必要

· 治療終了時にまとめて必要
· 要らない

等があると思いますが、要らないという回答の場合は、発行する必要がありません。

ただし要らないという患者さんの署名が必要になります。

[質問]補管算定後2年以内のブリッジの前装ポンティックの修理は算定できますか？

[回答]補菅中は前装修理も歯頸部CR充も何も算定できません。

[質問]同月内でC→pulへ移行した場合
6月3日　　８修形、imp、BT

6月13日　８インレーset

6月21日　８インレー除去、麻抜

これら全てを実態通りに算定できるのでしょうか？又、抜髄後の歯冠修復も普通どうりに算定してよいのでしょうか？レセプトの記載方法など詳しく教えてください。よろしくお願いします。

[回答]インレーset前なら当然setを算定しませんが、setした後であるならば実態どうり算定できます。
· ただし、抜髄に至った経過、理由等は詳細に摘要欄に記載する必要があります。

· ただし、6月3日の修形は算定できません。なぜなら後日、kpもしくはpzを算定すると思いますので。

· また6月21日の除去は算定できません。

· 抜髄後は、通常どうり算定します。
5月26日に開催いたしましてたくさんの先生のご参加をいただきました保険請求の勉強会の第2回目を再び前田県歯社保委員会委員長をお迎えして、7月7日（金）PM7:30より八代口腔センターにて開催することになりました。
つきましては今回の保険改訂につきまして質問があられます先生は事前に鶴田歯科（FAX　３５－５１８４）までFAXにて7月1日（土）までにご連絡ください。また当日は県歯より5／31に発行されました咬調等の文書等社会保険改定関係の以前配布されました文書をご持参くださいますようお願い申し上げます。最新の資料がありましたら、当日お渡しいたします。また終了後に前田先生を囲んで懇親会を行う予定ですので、お時間がございましたらご出席くださいますようご案内申し上げます。
7月29日（土）午後3時より学術講演会を開催いたしますので、こちらもぜひともご出席くださいますようご案内申し上げます。詳細は後日ご連絡申し上げます。
また別紙にも書かれてありますとおり、今回高校ラグビー選手のマウスガード装着が義務化されマウスガード作成提供可能歯科医院の調査が日歯のほうから来ております。八代歯科医師会といたしましても積極的に対応していきたいと考えておりますが、マウスガード作成提供を希望されない先生がいらっしゃいましたら、恐れ入りますが7月1日（土）までに鶴田歯科（FAX　３５－５１８４）までご連絡くださいますようお願いいたします。ご連絡がなかった先生につきましては作成提供歯科医院といたしまして、こちらのほうで取りまとめて県歯のほうに提出したいと思います。
以上よろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
